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11 － 5　津波から見える 1923 年関東地震の震源過程 
Source process of the 1923 Kanto earthquake using tsunami data

北海道大学大学院理学研究院地震火山研究観測センター
Institute of Seismology and Volcanology, Hokkaido University

1923 年に発生した関東大地震の詳細については震災予防調査会報告（第 100 号）により詳細に
報告されている．地震の震源過程については，これまで測量に基づく地震時地殻変動データや地震
波形記録を用いて詳しく調査されてきた（例えば，Wald and Somerville, 1995; Matsuura et al., 2007; 
Kobayashi and Koketsu, 2005）．さらに，関東地震は津波も発生させ特に伊豆半島沿岸で大きな津波
被害が出た．相田（1978）はこれら伊豆半島沿岸の津波を説明するには，プレート境界の断層モデ
ルだけでは難しく，伊豆半島沖の垂直に近い小さな断層の動きが必要だとされた．
また，震災予防調査会報告（第 100 号）には東京湾沿岸での検潮所で記録された津波波形を含め

て多くの津波波形記録が収録されている．しかし，現在までこれらの津波波形記録は震源過程解析
には使用されてこなかった．そこで Nakadai et al. (2023) はこれら検潮記録と測量に基づく地震時地
殻変動記録を同時にインバージョンに用いる事で震源過程の推定を試みた．本報告では Nakadai et 
al. (2023) の研究成果をレビューする．東京湾での検潮記録を利用するためには，1923 年当時の地
形を再現する必要がある．現在の東京湾は埋め立てにより当時とは大きく異なっている．当時の東
京湾を古地図から再現する事で津波数値計算を可能にした．また，相模トラフから沈み込んでいる
フィリピン海プレートの上面の形状は複雑で長方形の小断層では表現できないため，三角断層を利
用してプレート境界を表現する事で，津波波形及び地震時地殻変動のグリーン関数を計算する事と
した．津波波形は東京湾内の３検潮所（芝浦・深川・千葉）と茨城県（湊町）のデータを利用した．
地震時地殻変動データは水準測量による 683 カ所での鉛直変位を用いた．津波波形と地震時鉛直変
位のジョイントインバージョンによりすべり量分布を推定した結果は，それまでに推定されていた
Matsuura et al. (2007) や Kobayashi and Koketsu (2005) の結果と同じく２つの大きなすべり域が存在
する事を示した．しかし，詳細の見ると相模の沖合（相模トラフ近傍）に 9 ｍ程度の大きなすべり
量が推定され，この場所でのすべりはこれまでの結果とは違っていた．さらにこのすべりを必要と
するのは過去の解析では使用されていなかった津波波形である事も確認できた．そこで推定された
すべり量分布を用いて，伊豆半島沿岸の津波遡上を計算する事とした．そのため，２秒格子の詳細
な海底地形データと陸上地形データを作成し，津波の遡上計算を実施した．その結果，相田（1978）
によって示された伊豆半島沿岸での調査津波高を上手く説明できる事が分かった．つまり，伊豆半
島沿岸の津波波高分布はプレート境界のすべりで概ね説明可能であることが判明した．ただし，震
災予防調査会報告（第 100 号）にも報告されている初島での大きな隆起（約２ｍ）はこのモデルで
は説明できていない．この隆起を説明するためにはまだ，伊豆半島沖の小断層は必要かもしれない．
今後のさらなる研究に期待する．研究成果の詳細は Nakadai et al. (2023) を参照．

（谷岡勇市郎）
 TANIOKA Yuichiro
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